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の動き

5月 1日現在前月比

人口計 6 6.8 8 5 + 4 3 0 

男 32.2 4 5 十 260
女 34.6 4 0 + 1 7 0 

世帯数 1 9.4 7 3 十 168

人

‘ 

世
よ
N"

ー
大
村
市
消
防
団
が
水
防
訓
練
l

昨夜来の強い風雨により¥郡川下流ガ危険となった/

大村市消防団は周辺地域を警戒せよ・・・・ー/の想定のもと

6月6日¥大村市消防団第8・9・10・竹分団員ガ、参加し水防訓練ガ実施されきし疋

自11I績を受ける団員は裏剣そのもの¥テキパキとし疋動作で

頼もしい姿を買せていました
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毎月 1日・ 15日発行 発行所/大村市役所 編集/広報公聴課 印刷所/康真堂印刷



万
口
貝

除
禾
女

此
並
木

農
曲
辰

f

し

一

り
伺
太
鼓
を
だ
だ
い
て

一

一
越

三

日

み

ま

せ

ん

か

0
・

一
+
 

…

冨

之

ヰ

ひ

恥

第
三
回
お
お
む
ら
夏
越
ま
つ
り

募
集
人
員

加

入

程

度

…

一

・

1
・

8

で
太
鼓
を
た
た
い
て
い
た
だ
く
人

締
切

6
月
初
日
附

…

を
募
集
し
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先

お
お
む
ら
夏
…

、
‘
.
，
，

全
く
太
鼓
を
た
た
い
た
事
が
な
越
ま
つ
り
実
行
委
員
会
(
青
年
一

一

‘

，
F

岨
‘
，

い
人
で
も
結
構
で
す
。
7
月
よ
り
会
議
所
内
、

宮
②

1
6
3

マi
)

一

一
F
ト

l
l

週

二

回

、

専

門

家

に

よ

る

指

導

の

〉

、

ya二

…

司

寸

J
川
l

も
と
に
練
習
を
行
い
ま
す
。

ぷ

縁

雫

…

ゅ

A
I
l
-
-可
対

象

小
学
五

・
六

年

生

(

男

・

入

会

'

」

も

ず

一

+

1

げ
は
け
ド
1
44
i
i
i
IF

--L

空
カ
ン
の
投
げ
捨
て
は
や
め
ま
し
ょ
う

(2) 

農
地
法
に
お
い
て
、

「農
地
」

と
は

「耕
作
の
目
的
に
供
さ
れ
る

土
地
」
を
い
う
こ
と
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
農
地
は
、
土
地
登
記
簿
の

地
目
が
田
、
畑
と
記
載
さ
れ
て
い

る
か
、
い
な
い
か
に
よ
っ
て
判
断

さ
れ
る
も
の
で
な
く
、
土
地
登
記

簿
で
宅
地
や
原
野
、
雑
種
地
と
な

っ
て
い
て
も
、
耕
作
の
目
的
に
供

さ
れ
る
土
地
で
あ
れ
ば
農
地
に
な

り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
土
地
を
売
買
、
賃

借
し
た
り
、
転
用
す
る
と
き
は

農
業
委
員
会
へ
許
認
可
等
の
申
請

を
し
、
農
地
法
違
反
と
な
ら
な
い

よ
う
ご
注
意
下
さ
い
。

①
農
地
を
農
地
と
し
て
売
買
、
賃

借
等
に
よ
り
権
利
を
設
定
移
転

りおおむ市政だより昭和57年 6月15日
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※ 

す
る
場
合

①
農
地
を
所
有
者
自
ら
農
地
以
外

の
目
的
(
宅
地
等
)
に
転
用
す

る
場
合

①
農
地
を
農
地
以
外
の
目
的
(
毛

地
等
)
に
売
買
し
た
り
、
賃
借

等
の
権
利
の
移
転
設
定
す
る
場

ムロ
①
農
地
法
施
行
(
昭
和
幻
年
刊
月

幻
日
)
以
前
に
農
地
以
外
の
目

的
に
供
し
て
い
る
場
合

①
水
田
や
畑
を
耕
作
の
合
理
化
の

た
め
埋
め
立
て
等
を
し
て
利
用

す
る
場
合

※
農
業
振
興
地
域
内
の
農
用
地
の

売
買
、
賃
借
に
よ
り
、
権
利
の

移
転
、
設
定
す
る
場
合
や
、
用

途
地
域
内
の
農
地
を
売
っ
て
、

農
用
地
に
買
い
換
え
る
場
合
は
、

税
制
面
や
、
資
金
面
で
優
遇
措

置
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
農
業
委
員
会

へ
お
間
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

(
農
業
委
員
会
)

員
総
会
一が
j
j

行
わ
れ
ま

L
た

3

6
月
2
日
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
で
百
五
十
人
が
参
加
し
て

行
わ
れ
、
永
年
勤
続
者
に
対
す
る

感
謝
状
の
贈
呈
な
ど
が
あ
り
ま
し

た
〔
永
年
勤
続
者
〕
敬
称
略

①
お
年

永
田
光
雄

(植
松
三
丁
目
)

①
何
年

永
田
清
(
西
小
路
)
、
鮎
川
次

夫
(
竹
松
住
宅
)

①
叩
年

中
嶋
一
夫
(
旭

町
団
地
)
、
井

上
武
雄

(池
田

ア
パ
ー
ト
)、

北
村
雅
己

(中

諏
訪
)
、
奥
村

増
一
(
上
杭
出

津
)

①

5
年

吉
崎
重
珍
一
(
陰

平
下
)
、
楠
本

清
次
(
外
浦
小

路
)
、
指
方
誠

(
上
久
原
)
、
入
江
政
吉

(西

本
町
第

二

、
氏
福
清

(日
向

平
)
、
安
藤
忠
義
(
常
盤
団
地
)、

吉
岡
強
(
水
田
二
区
)
、
石
丸

仁
策
(
松
並

一
丁
目
)
、
吉
原

寅
作
(
鬼
橋
)、

岡
本
繁
(
小

路
口
本
町
)、

岩
藤
一
(
小
路

口
町
)
、
井
上
武
治
(
原
口
住

宅
)
、
西
田
西
雄
(
堺
町
)
、

宮
原
梅
二
(
北
松
本
)(

総
務
課
)

永年勤続者のみなさん

ア 市民相談コーナー(広報公聴課)ですべて無料で行っています』

買 お気軽にご相談下さい
ー

道 '‘・ 人権相談 (1日、 10: 00-15 :∞) 不動産相談 (23日、 13: 00-16 :∞ 

伺 烏@ヲ 行政相談 (8日、 9: 30 -12 : 00) 交通事故相談(27日、10:00-15: 00) 

翠 d詩鋭ご¥ 登記相談 (9日、 9: 30 -12 : 00) 厚生 ・国民年金相談 2 
日 一~(J歩手ろ~J一一一 法違相談 (21日、 10: 00 -15 : 00) ( 28日、 10: 00 -15 : 00) 



大
村
市
心
配
ご
と
相
談
所

盗
犯
捜
査
に

ご
協
力
を
"
い

※ 

昭和57年 6月15日
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昨
年
大
村
警
察
署
管
内
で
発
生

し
た
窃
盗
事
件
は
出
件
で
、
一
日

平
均
川
件
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

今
年
1
月
1
4
月
の
窃
盗
事
件

は
、
激
増
し
た
昨
年
同
期
を
さ
ら

に
上
回
っ
て
発
生
し
、
引
続
き
増

加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

最
近
の
窃
盗
事
件
の
傾
向
と
し

て
は

O
留
守
宅
に
侵
入
す
る
空
巣
狙
い
場

。
車
両
を
対
象
と
す
る
自
転
車
盗
、
一

車

上

狙

い

.

が
増
加
し
て
い
ま
す
。

窃
盗
犯
の
中
で
も
特
に
家
の
中

に
侵
入
す
る
空
巣
、
忍
込
事
件
は

家
人
に
発
見
さ
れ
る
と
強
盗
や
殺

人
な
ど
凶
悪
犯
に
発
展
す
る
お
そ

れ
が
あ
る
大
変
危
険
な
犯
罪
と
い

え
ま
す
。

警
察
で
は
、
こ
の
よ
う
な
泥
棒

を
早
く
捕
え
る
た
め
、
総
力
を
あ

げ
て
盗
犯
捜
査
に
取
組
ん
で
い
ま

す
。
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

りおおむ市政だより

o @ 
囲日 Z?
を頃ん
つ見Irt
ろか正五
つ け t-3

2古屋
2会さ

家 11川O
の 歪笹

周

(3) 

(
毎
週
水
曜
・
午
前
九
時

i
午
後
三
時
・
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
)

O
留
守
で
あ
る
は
ず
の
家
に
人
が

入
っ
た
り
、
家
の
中
か
ら
物
音

が
す
る

O
セ
ー
ル
ス
マ
ン
な
ど
を
装
っ
て

家
の
中
を
う
か
が
っ
て
回
る

O
不
審
な
車
を
見
か
け
た
と
き

(
生
活
環
境
課
)

天

正

遣

欧

少

年

使

節

。
晩
年
の
使
節
達

ー
中
浦
ジ
ュ
リ
ア
ン
|

帰
国
後
の
中
浦
ジ
ュ
リ
ア
ン

の
近
況
を
伝
え
る
も
の
と
し
て
、

三
年
を
経
過
し
た

一
五
九
三
年

付
の
イ
エ
ズ
ス
会
名
簿
の
中
に

次
の
よ
う
に
見
え
て
い
ま
す
。

『
中
浦
ジ
ュ
リ
ア
ン
、
(
イ
エ

ズ
ス
)
会
の
修
練
生
と
し
て
一

年
半
(
を
経
過
)
す
る
も
、
特

許
に
よ
り
ラ
テ
ン
語
を
二
級
生

と
し
て
勉
学
中
。
た
だ
し
、
日

本
文
学
は
余
り
よ
く
知
ら
ぬ
。

健
康
中
位
』

こ
の
時
点
で
は
、
ジ
ュ
リ
ア
ン

の
存
在
は
き
わ
だ
っ
た
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か

し
そ
の
後
、
伊
東
マ
ン
シ
ョ
と

共
に
約
三
年
間
、
マ
カ
オ
に
派

遣
さ
れ
、
修
道
士
と
し
て
の
勉

学
を
重
ね
た
こ
と
は
、
ジ
ュ
リ

ア
ン
を
大
き
く
成
長
さ
せ
る
こ

森 林総合整備事業

申請受付け
間伐促進総合対策事業

大
村
市

森
林
組
合

で
は
、
国

の
指
定
を

受
け
た
森

林
総
合
整

備
(
下
刈
・

除
間
伐
・

造
林
)
事

業
と
間
伐

促
進
総
合

対
策
事
業

の
昭
和
町

杢
度
申
請

受
付
け
を

行
い
ま
す
。

受
付
期
間

6
月
初
日
附
ま
で

受
付
場
所
森
林
組
合
事
務
所

要
領

O
事
業
地
の
字
・
地
番

@
記
録
⑧

と
に
な
り
ま
し
た
。

一
六

O
八

年
に
は
同
志
の
伊
東
マ
ン
シ
ョ
、

原
マ
ル
チ
ノ
と
共
に
司
祭
に
叙

せ
ら
れ
ま
し
た
。
ジ
ュ
リ
ア
ン

四
十
一
歳
の
と
き
に
あ
た
り
ま

す
。そ

し
て
ジ
ュ
リ
ア
ン
は
、
原

マ
ル
チ
ノ

一
行
が
追
放
さ
れ
た

一
六
一
四
年
の
大
追
放
に
あ
た

っ
て
は
、
死
を
覚
悟
し
て
国
内

に
潜
伏
し
、
布
教
に
従
事
す
る

こ
と
を
決
意
し
ま
し
た
。
そ
の

決
死
的
活
動
を
、

「私
は
常
に

夜
間
(
ま
た
)
風
雨
の
聞
に
歩

O
樹
種
・
林
令
・
面
積
(
一
ヶ

所
叩
ア
l
ル
以
上
)

O

印
鑑

持
参

き
ま
す
。
山
中
の
農
家
に
泊
り

ま
す
」
と
、
ロ
!
?
に
報
告
し

て
お
り
、
こ
の
一
文
か
ら
禁
教

下
で
の
布
教
が
い
か
に
苦
難
に

満
ち
て
い
た
か
が
わ
か
り
ま
す
。

し
か
し
こ
の
よ
う
な
日
々
で
あ

っ
て
も
、
ジ
ュ
リ
ア
ン
の
心
を

支
え
て
い
た
の
は
、
?
1
7
使

節
の
一
人
と
し
て
の
自
覚
で
し

た
。
そ
の
こ
と
を
ジ
ュ
リ
ア
ン

は
ロ
l
マ
に
あ
て
た
手
紙
の
中

で
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
ま
す
。

『
聖
な
る
ロ

l
マ
の
都
、
教
皇

聖
下
、
枢
機
卿
の
方
々
、
カ
ト

対
象
山
林
下
刈
(
叩
年
生
ま
で
)
、

除
伐
(
日
年
生
ま
で
)
、
間
伐

(
お
年
生
ま
で
)

中浦ジュリアン、穴吊りの刑

リ
ッ
ク
の
重
立
つ
方
々
、
並
び

に
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
を
旅
し
た
時
に

経
験
し
た
そ
れ
ら
の
方
々
の
御

思
顧
と
御
慈
愛
と
の
想
い
出
を

鮮
か
に
し
ま
し
て
、
私
の
悦
楽

は
決
し
て
小
さ
な
も
の
で
は
ご

ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
神
の
お

か
げ
を
以
っ
て
、
常
に
健
康
で

あ
り
、
ま
た
気
性
も
頑
張
で
ご

ざ
い
ま
し
ょ
う
。
迫
害
は
、
毎

日
毎
時
、
少
し
の
休
養
も
私
た

ち
に
与
え
ま
せ
ん
。
』

ジ
ュ
リ
ア
ン
は
役
人
の
目
を

く
ぐ
り
ぬ
け
な
が
ら
、
柳
川
、

久
留
米
、
甘
木
、
秋
月
の
各
地

を
布
教
し
て
回
り
、

一
六
一
二
二

年
小
倉
に
立
ち
寄
っ
た
と
こ
ろ

を
発
見
さ
れ
、

'こ
の
地
で
捕
え

ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
長
崎
に

送
ら
れ
、
翌
年
十
月
十
八
日
長

崎
西
坂
の
丘
で
八
名
の
者
と
共

に
穴
吊
り
の
刑
に
処
せ
ら
れ
ま

し
た
。
こ
の
極
刑
に
た
え
き
ら

ず
、
棄
教
す
る
神
父
が
出
る
中

で
、
ジ
ュ
リ
ア
ン
は
二
日
間
こ

の
刑
に
た
え
、
十
月
二
十
日
に

殉
教
し
ま
し
た
。

※
詳
し
い
事
は
森
林
組
合
(
宮
⑤

8
2
3
8
)
へ
お
問
合
せ
下

さ
い
。
(
農
林
水
産
課
)



回
裏回
かE~

i悶
号日

(4) りむお お

戸川一一統一…れ一戸

市政だより

一
般
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
ゴ

ミ
の
量
は
年
々
増
加
す
る
傾
向
に

あ
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
か
ら
は
季
節
的
に

燃
え
に
く
い
ゴ
ミ
が
多
い
時
期
に

入
り
ま
す
が
排
出
き
れ
る
前
に
も

う
一
度
、
再
生
利
用
等
に
心
が
け

ご
み
の
減
量
化
に
ご
協
力
く
だ
さ

特
に
、
古
新
聞
、
雑
誌
類
、
古

布
類
、
ビ
ン
類
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
等

は

一
括
し
て
子
ど
も
会
な
ど
グ
ル

ー
プ
で
業
者
に
引
取
っ
て
も
ら
う

よ
う
資
源
の
回
収
に
一積
極
的
に
取

組
ん
で
く
だ
き
い
。

昭和57年 6月15日
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パ
ー
話
劃

υ

二
み
量
の
増
加
か
ら
収
集
及
び

焼
却
処
理
も
フ
ル
運
転
の
状
態
で

す
。
特
に
、
こ
れ
か
ら
は
燃
え
に

く
い
ご
み
が
多
く
な
り
ま
す
が
、

ご
み
容
器
と
置
場
等
は
つ
ね
に
清

潔
保
持
に
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
収
集
業
務
が
ス
ム
ー
ス

=司

ιー

み

に
出
来
る
よ
う
次
の
事
項
を
厳
守

さ
れ
る
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

。
台
所
の
ご
み
等
水
分
の
あ
る
も

の
は
必
ず
水
切
り
を
し
、
ご
み

容
器
の
底
に
新
聞
紙
等
を
敷
く

な
ど
衛
生
的
に
し
て
く
だ
さ
い

0

0
ご
み
は
不
用
に
な
っ
た
袋
に
入

れ
、
散
乱
し
な
い
よ
う
ま
た
汚

水
が
漏
れ
な
い
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。

。
ご
み
容
器
等
は
収
集
が
迅
速
に

行
く
よ
う
道
路
側
へ
持
ち
出
す

な
ど
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

。
狭
い
道
路
等
で
の
駐
車
は
収
集

車
の
進
入
が
出
来
ず
収
集
が
遅

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

。
道
路
の
側
面
に
生
垣
等
の
あ
る

道
路
で
は
生
い
繁
っ
て
収
集
車

の
進
入
に
障
害
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
毛
虫
等
の
発
生
に
よ
る

被
害
も
あ
り
ま
す
の
で
せ
ん
定

及
び
消
毒
す
る
な
ど
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

寸
事
業
活
動
か
ら
|
|
」

/

生

ず

る

ゴ

ミ

の

/

「
l

処
分
に
つ
い
て

y
レ

事
業
活
動
(
事
務
所
、
商
居
、

飲
食
居
、
ス
ー
パ
ー
等
)
か
ら
生

ず
る
ご
み
は
事
業
者
自
か
ら
処
理

す
る
の
が
原
則
で
す
。
し
か
し
処

理
出
来
な
い
場
合
は
直
接
清
掃
セ

ン
タ
ー
へ
自
己
搬
入
し
て
く
だ
さ

。
搬
入
受
付
時
間

平

日

午

前

9
時
1
日
時
初
分

午
後
1
時
1
4
時

土
曜
日

午

前

9
時

j
n時

※
土
曜
日
の
午
後
及
び
日
曜
日
祝

祭
日
は
搬
入
出
来
ま
せ
ん
。

@
処
理
手
数
料

川
キ
ロ
グ
ラ
ム
ご
と
に
二
百
円

※
搬
入
と
同
時
に
納
入
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
清
掃
セ
ン
タ
ー

(E
a
γ
3
1
0
0
)
へ
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。

〈国民年金:2]c=jす→
~保険料免除の

手続きはお早目に~

国
民
年
金
の
保
険
料
は

一
カ
月

分
五
千
二
百
ニ
+
円
で
す
が
、
強

制
加
入
の
人
で
、
失
業
や
少
収
入

な
ど
の
た
め
に
、
保
険
料
の
納
付

が
困
難
な
方
は
、
申
し
出
に
よ
っ

て
保
険
料
が
免
除
さ
れ
る
制
度
が

あ
り
ま
す
。
7
月
ま
で
に
手
続
き

を
す
れ
ば
、
今
年
の

4
月
分
か
ら

1
年
間
有
効
で
す
。

保
険
料
が
免
除
さ
れ
て
も
、
障

害
年
金
な
ど
は
納
め
た
人
と
同
じ

額
を
受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、
滞
納

の
ま
ま
に
せ
ず
、
必
ず
お
近
く
の

出
張
所
か
市
保
険
年
金
課
に
免
除

の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。

た
だ
し
、
老
齢
年
金
は
、
免
除

を
受
け
た
期
間
だ
け
3
分
の

1
に

減
ら
さ
れ
ま
す
の
で
、
保
険
料
を

納
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
、

す
ぐ
追
納
を
し
て
下
き
い
。

叩
年
以
内
の
分
な
ら
ば
、
旧
料
金

で
納
め
ら
れ
ま
す
。

※
詳
し
い
こ
と
は
、
市
保
険
年
金

課
へ
お
問
合
せ
下
き
い
。

(
保
険
年
金
課
)

、
一
期
分
の
年
金
保
険
料

-
納
付
は
お
す
み
で
す
か
0
・

(
清
掃
課
)

一
期
分

(4
・
5
・
6
月
)
の

保
険
料
は
6
月
初
日
が
納
入
期
限

~ 

可
燃
物
と
不
燃
物
は
別
々
に

不
燃
物
は
定
ま
っ
た
日
に

と
な
っ
て
い
ま
す
。
も
し
保
険
料

を
納
め
忘
れ
る
と
、
万

一
の
事
故

の
と
き
障
害
年
金
や
母
子
年
金
な

ど
を
受
け
ら
れ
な
い
ば
か
り
か
、

将
来
、
老
齢
年
金
さ
え
受
け
ら
れ

な
い
お
そ
れ
も
あ
り
ま
す
。

も
し
、
納
め
忘
れ
の
保
険
料
が

あ
れ
ば
、
す
ぐ
納
め
ま
し
ょ
う
。

定
め
ら
れ
た
場
所
に

車
事
崎
山

被
保
険
者
住
宅
資
金
貸
付
制
度

と
は
、
国
民
年
金
、
厚
生
年
金
保

険
、
船
員
保
険
の
被
保
険
者
で
、

一
定
の
被
保
険
者
期
間
(
加
入
期

間
)
の
あ
る
人
が
、
住
宅
の
建
設

や
購
入
を
行
う
の
に
対
し
、
年
金

福
祉
事
業
団
が
行
、
つ
貸
付
制
度
で

被
保
険
者
期
間
に
応
じ
て
、
資
金

の
貸
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す。※
受
付
期
間
等
、
詳
し
い
事
は
保

険
年
金
課
へ
お
問
合
せ
下
さ
い
。

(
保
険
年
金
課
)

厚生年金保険、船員保険
被保険者住宅資金貸付額

被保険者期間 貸限度付額

3年以上 5年未満 270万円

5年以上 10年未満 320万円

10年以上 15年未満 430万円

15年以上 600万円

国民年金被保険者住宅資金貸付額

被保険者期間 貸限度付額

3年以上 5年未満 130万円

5年以上 15年未満 220万円

15年以上 300万円
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※ 

美
し
い
環
境
は

人
ひ
と
り
が
つ
く
る
も
の

保
健
一コ
ー
ナ
ー
一

こ
ん
に
ち
は

保
健
婦
で
す

。
乳
鈎
児
発
達
相
談

こ
と
ば
が
遅
れ
て
い
る
、
お
ち

つ
き
が
な
い
、
手
足
の
力
が
弱
い

な
ど
、
.
ち
ょ

っ
と
気
に
な
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

。
一
般
健
康
相
談

血
圧
が
気
に
な
る
人
な
ど
の
健

康
に
関
す
る
相
談
で
す
。
こ
の
時
、

りおおむ市政だより(5) 

なまえはねえ..，

3歳 児

健康診査

で-み-
j十・そ-
の・汁 ・

み・の・

少・塩・
量・分・

ご・を-
持・j則・
参・定・
下・レ
き・ま-
い・す・

0 の ・

。
婚
前
相
談

結
婚
前
・
に
知
っ
て
お
き
た
い
男

女
の
生
理
な
ど
個
別
的
に
相
談
に

。

。

応
じ
て
い
ま
す
。
電
話
で
の
ご
相

秘
も
お
気
軽
に
ど
っ
ぞ
御
利
用
く

だ
さ
い
(
第
一
月
曜
日

9
時
1
日

時
ま
で
)。

~無料~

ボク3歳ですグ

7月の健康相談日程
場所 :市役所健康相談室

内 t々そ~

日
9 : 00-11 : 00 13:00-16:00 

5 (月) 婚前相談 一般健康相談

7 。ω 乳幼児発達相談
JJr-JJJJ-Jt  

21 休) 乳幼児発達相談

者 :昭和53年12月生まれの幼児が

対象ですが、昭和53年 6-11

月生まれで、まだ健康診査を

受けていない幼児も受診して

下きい。

診査日:6月24日同

受 付 時間:午前9時30分-10時

午後 1時-1時30分

場 所:コ ミュニティセンター

持参するもの o母子健康手帳

O問診票(通知書に同封して

あります)

象対

た
ば
-
}
の
投
げ
捨
て
は

冶
7
月
の

E

・E-E

一
妊

婦

教

室

7
月
の
妊
婦
教
室
は
中
地
区
公

民
館
で
行
い
ま
す
。
妊
婦
教
室
は
、

病
院
に
受
診
し
て
い
る
方
も
お
気

軽
に
お
で
か
け
下
き
い
。

時
間

午
後
1
時
1
4時

程

月 日 内 ~ 月日 内 n廿~ 

7月7日同
Oはじめて母親となる心得 7月21日附

0育児(乳房7 ッサージの実習・赤ちゃん

0妊娠中の保健 の入浴のさせ方・育児用品のそろえ方)

(第1回) O映画、生命の創造か (第3回)
O映画 、すばらしい母乳"

7月14日嗣 o妊娠中の栄養のとり 方(貧血食の実習) 7月28日嗣 O乳幼児の環境と性格

(第2回) 0安産のために(補助動作・妊婦体主薬7 (第 4回) O家庭の幸せのために (家族計画)

日室教婦妊

や
め
ま
し
ょ
う

B 診療科目 病医院名 所在地 電話番号

内 科 松尾医院 玖 島 町 2 -4412 
4 

外・内科 佐藤外科 杭出津2丁目 2 -3070 

小児科 田川小児医院 武部郷 2 -4000 
11 

耳鼻咽喉科 下山耳鼻咽喉科 原 口 町 5 -0648 

内 科 与那城医院 池田新町 3 -5575 
18 

皮・泌・性科 佐伯皮膚科 武部郷 2 -4330 

内 科 大薗内科 松並 1丁目 4 -5546 
25 

眼 科 岩崎眼科 西本町 2 -3435 

月 の 日 曜 当 番 医7 妊婦と乳幼児の

健康相談

赤
ち
ゃ
ん
の

発
育
・
栄
養
・

し
つ
け
の
面
で

相
談
に
応
じ
て

い
ま
す
。
生
後

一
ヵ
月
ま
で
に

一
度
は
お
で
か

け
下
き
い
。

午前 9時~午後 6時診療時間

7月の妊婦 と乳幼児の健康相談

日 時間 場所 対 象

9 : 30-10 : 00 大村保健所 生後4ヵ月までの乳児
6 (火)

13 : 30-15 : 00 福重出張所 妊婦と乳幼児

9 : 30-11 : 00 生後6ヵ月までの乳児
12 伺) 竹松出張所

13・00-15:00 生後 7ヵ月以上の乳児及び幼児

13 (刈 9 :30-10:00 大村保健所 生後 5ヵ月 一 7ヵ月までの乳児

19 閉) 9 : 30-11 : 00 萱瀬出張所 妊婦と乳幼児

20 (刈 9 :30-10:00 大村保健所 生後8ヵ月以上の乳児

26 伺) 9 : 30-11 : 00 三浦出張所 妊婦と乳幼児



を
行
っ
て
下
さ
い
。
更
新
手
続
き

を
し
な
い
と
、

7
月
1
日
か
ら
医

療
費
の
助
成
が
受
け
ら
れ
な
く
な

り
ま
す
。

※
く
わ
し
く
は
、

6
月
1
日
号
の

市
政
だ
よ
り
を
ご
覧
下
さ
い
。

叩
歳
以

上
の
老
人
、

心
身
障
害

者
、
母
子
、

寡
婦
、
未

婚
の
女
子
、

寡
男
の
医

療
費
受
給

資
格
者
証

を
6
月
引

日
刊
か
ら

更
新
し
ま

す
。該

当
者

は
も
れ
な
く
更
新
手
続
き
を
し
て

下
さ
い
。

な
お
、
該
当
者
に
は
日
時
、
場

所
を
ハ
ガ
キ
で
通
知
し
ま
す
の
で
、

指
定
し
た
場
所
で
、
更
新
手
続
き

(6) 

h
重
度
障
害
者
日
常
生
活
用
具

1
1

一
電
動
ハ
ブ
ラ
シ
な
ど
が
追
加

重
度
障
害
者
に
対
し
実
施
し
て

い
る
日
常
生
活
用
具
の
給
付
に
つ

い
て
、
新
た
に
電
動
歯
ブ
ラ
シ
、

電
磁
調
理
器
、
ガ
ス
警
報
器
が
追

加
さ
れ
ま
し
た
。
対
象
者
は
次
の

と
お
り
で
す
。
該
当
き
れ
る
方
は

福
祉
課
に
申
請
し
て
下
さ
い
。

一福祉医療

受給資格者証がかわります
-6月30日までに更新手続きを一

福
祉
の
ひ
る
服

り

上

(盲
人
の
み
の
世
帯
及
び
こ

れ
に
準
す
る
世
帯
)

ガ
ス
警
報
器

喉
頭
摘
出
等
に
よ

り
唄
覚
機
能
を
そ
っ
失
し
た
者

の
み
の
世
帯
及
び
こ
れ
に
準
ず

る
世
帯

(福
祉
課
)

おおむ

在
宅
の
重
度
障
害
者
及
び
ね
た

き
り
老
人
に
対
し
、
本
人
の
身
体

の
清
潔
と
介
護
者
の
介
護
負
担
軽

減
を
図
る
た
め
、
入
浴
サ
ー
ビ
ス

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

入
浴
施
設

特
別
養
護
老
人
ホ
l

ム
慈
恵
荘
内
特
別
浴
槽

対
象
者

マ
市
内
に
居
住
す
る
在

宅
の
重
度
障
害
者
及
び
臼
才
以

上
の
在
毛
ね
た
き
り
老
人

マ
家
庭
の
事
情
に
よ
り
入
浴
す

る
機
会
に
恵
ま
れ
な
い
人

マ
健
康
状
態
が
入
浴
可
能
な
人

入
浴
日

毎

週
火
曜
・

金
曜
日

料
金

無
料

交
通
用
具

施
設
の
リ

フ
ト
付
パ

ス
で
輸
送

し
ま
す
が
、

家
族
又
は

介
護
者
が

付
添
っ
て

下
さ
い
。

申
込

・
問
合

せ

保
護
課

入浴サービス

①
日
程
変
更
の

お
知
ら
せ

ご利用下さいグ

在宅重度欝害者 ・ね芝きり老人

6
月
初
日
附
実
施
予
定
し
て
い

ま
し
た
、

三
浦
、
鈴
田
、
萱
瀬
の

各
出
張
所
で
の
、
更
新
手
続
き
は

6
月
目
日
制
に
変
更
い
た
し
ま
す
。

(
福
祉
課
)

市政だより

h
mω
名
、ガ
参
加

1
2

一第
却
団
長
崎
県

一

身
体
障
害
者

一

体
育
大
会

【
品
名
及
び
対
象
者
】

電
動
歯
ブ
ラ
シ

璽
円
手
帳

h
川
町

所
持
者
(
児
)
及
び
上
肢
障
害
二

級
以
上
の
身
体
障
害
者
手
帳
所

持
者

(手
動
歯
ブ
ラ
シ
の
使
用

が
困
難
な
者
)

電
磁
調
理
器

視
覚
障
害
二
級
以

昭和57年 6月15日
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身
体
障
害
者
が
ス
ポ
ー
ツ
を
通

じ
て
、
体
力
の
維
持

・
増
強
・
機

能
回
復
等
残
存
能
力
の
向
上
を
図

り
、
明
朗
快
活
か
つ
積
極
的
な
性

格
と
協
調
精
神
を
養
う
こ
と
に
よ

っ
て
、
自
立
更
生
の
実
を
上
げ
、

明
る
い
性
格
形
成
に
寄
与
エ
9
る
と

と
も
に
、
，
一
般
社
会
の
正
し
い
認

識
の
向
上
を
図
る
た
め
、

5
月
お

日
第
却
団
長
崎
県
身
体
障
害
者
体

育
大
会
が
長
崎
市
営
陸
上
競
技
場

で
聞
か
れ
ま
し
た
。

大
村
市
か
ら
選
子
四
名
が
参
加

し
、
金
日
個
、
銀
別
個
、
銅
日
個

の
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
応
援
に
か
け

つ
け
た
家
族
を
含
め
て
の
楽
し
い

一
日
で
し
た
。

@ 

‘.
古
町
二
丁
目
古
町
六
区
〉

B

司

久
原
団
地
・久
原
住
宅

G
1

一
民
生
児
童
委
員
が

一

決
ま
り
ま
し
た

]
む
起
町
内
診
査
を
実
施

老
人
ク
ラ
ブ
未
結
成
地
区
の
人

ま
た
は
、
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
に
加

入
し
て
い
な
い
人
は
保
護
課
窓
口

で
検
査
票
を
受
取
っ
て
下
さ
い
。

受
診
医
療
機
関
は
地
区
老
人
ク
ラ

ブ
ご
と
に
指
定
さ
れ
た
医
院
で
受

診
し
て
下
さ
い
。

受
診
期
間

6
月
幻
日
開
1
7
月

白

日

出

(

保

護

課

)

老
人
の
健
康
保
持
と
福
祉
の
増

進
に
寄
与
ふ
?
る
た
め
、

ω歳
以
上

の
人
を
対
象
に
健
康
診
査
を
行
い

ま
す
。

健
康
診
査
を
希
望
す
る
人
で
地

区
老
人
ク
ラ
ブ
に
加
入
し
て
い
る

人
は
会
長
あ
て
通
知
し
て
い
ま
す

の
で
地
区
会
長
に
申
し
出
て
下
き

欠
員
に
な
っ
て
い
た
地
区
の
新

し
い
民
生

・
児
童
委
員
が
決
ま
り

ま
し
た
。
市
民
の
福
祉
増
進
の
た

め
活
動
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
下
き
い
。

古
町
二
丁
目
・
古
町
六
区

井

上

宏

久
原
団
地
・
久
原
住
宅

浜
崎
マ
ツ
子

基
礎
づ
く
り

下
水
道
住
み
よ
い
町
の

(
工
事
中
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
)

※ 



※ 

飲
酒
運
転
を
追
放
し
よ
う

飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い

昭和57年 6月15日
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中
央
公
民
館

怨
④

3
1
6
1

⑨
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン

講
座
を
開
き
ま
す

子
ど
も
会
や
青
年
団
体
な
ど
で

応
用
で
き
る
野
外
ゲ
l
ム
・
、
キ
ャ

ン
プ
ゲ
ー
ム
を
中
心
と
し
た
講
座

を
聞
き
ま
す
。

日
時

6
月
お
日
嗣
・
初
日
附

午
後
7
時
1
9
時

り市政だより お おむ(7) 

場

所

中

央
公
民
館
(
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
内
)

対
象

子
ど
も
会
・
青
年
団
体
の

指
導
者
、
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン

を
や
っ
て
み
た
い
人
な
ど

定
員

同
人

受

講

料

無
料
(
教
材
費
は
実
費
)

講
師

長
崎
県
レ
ク
リ
ェ

l
シ
ヨ

ン
協
会
理
事
岸
川
勇
男
外

申
込
先

電
話
で
中
央
公
民
館

ー
午
後
3
時
却
分

定
員

各
回
釘
人

参
加
費

千
円

集
合
場
所

大
村
駅
前
観
光
案
内

所
、
午
前
9
時
集
合

申
込
・
閉
会
せ
先

商
工
観
光
課

※
畳
食
は
大
村
寿
し
を
準
備

⑨
長
崎
街
道
を
歩
こ
う

郷
土
史
家
の
案
内
で
旧
幕
時
代

の
長
崎
街
道
の
っ
ち
市
内
の
、
王
な

と
こ
ろ
を
訪
ね
ま
す
。

日
時

7
月
日
日
目
、

9
月
目
日

側
、
午
前
9
時
1
午
後
2
時
却

分
定
員

各
国
的
人

参
加
費

五
百
円

集
合
場
所

国
鉄
松
原
駅
、
午
前

8
時
初
分

申
込
・
問
合
せ
先

商
工
観
光
課

※
昼
食
は
大
村
寿
し
を
準
備

乗
る
な
ら
飲
ま
な
い

乗
る
人
に
は
飲
ま
せ
な
い

⑧ 

ー
余
生
は
人
形
っ
く
り
に
|

西
岡
世
紀
子
さ
ん
(
玖
島
郷
)

H

わ
た
し
は
、
人
形
を
作
っ

て
い
る
時
が

一
番
楽
し
い

々
と

語
る
西
岡
世
紀
子
さ
ん
(
臼
才
)

は
、
東
京
の
織
物
屋
さ
ん
か
ら

送
っ
て
来
た
人
形
に
着
せ
る
着

物
の
生
地
(
金
ら
ん
ど
ん
す
)

を
裁
ち
な
が
ら
顔
を
ほ
こ
ろ
ば

せ
る
。

も
う
人
形
を
作
り
は
じ
め
て

か
ら

ω年
、
フ
ラ
ン
ス
人
形
か

大
村
の
昔
を

5
訪
ね
よ
う

⑨
キ
リ
シ
タ
ン
の

歴
史
を
訪
ね
て

市
内
の
キ
リ
シ
タ
ン
史
跡
を
巡

る
バ
ス
ツ
ア
ー
で
す
。

日
時

7
月
4
日
間
、

8
月
初
日

側
、
9
月
刊
日
側
、
午
前
9
時

!
!
!
!
!
!
l
l
iq-
-
i?1
1
1
F
l
itJ
 

て
い
ま
す
が
、
図
書
館
に
は
次
芳
郎
)

V
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
業
町

の
よ
う
な
関
係
図
書
が
あ
り
ま
界
(
川

)

V
電
卓
に
強
く
な
一

す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

る
(
気
賀
康
夫
)

V
誰
に
で
一

貸
出
し
は
無
料
で
一
人
三
冊
も
わ
か
る
マ
イ
コ
ン
入
門
(
桑

a

ま
で
二
週
間
借
り
る
こ
と
が
で

山
義
明
)

V
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

き
ま
す
。

犯
罪
(
堀
内
恭
二

V
コ
ン

V
図
解
マ
イ
コ
ン
の
プ
ロ
グ
ラ
ピ
ユ
|
タ
技
術
者
に
な
る
に
は

ム
(
平
松
啓
二
)

V
マ
イ
コ
(
菊
地
香
摘
)

V
電
卓
を
一

O

ン
の
作
リ
方
使
い
方
(
河
内
洋
倍
に
使
う
法
(
水
町
浩
」
ほ
か

一一

)

V

電
算
機
業
界
(
君
塚

ら
日
本
人
形
ま
で
五
百
個
位
を

手
か
け
て
い
る
。

人
形
作
リ
の
難
か
し
さ
は
、

H

創
作
姿
態
々
で
、
す
べ
て
独

創
に
あ
る
と
い
う
:
ま
あ
い
つ

て
み
れ
ば
『
西
岡
流
』
で

す
。
今
か
ら
の
余
生
は
、

人
形
作
リ
に
精
恨
を
傾
け

た
い
H

と
語
っ
て
い
る
。

作
品
は
す
べ

て
、
親
戚
、

知
己
の
結
婚
、
新
築
な
ど

の
お
祝
に
贈
っ
て
い
る
。

し
い
て
頼
ま
れ
れ
ば
材
料

代
の
実
費
を
割
つ
て
の
奉

仕
作
業
:
・
:
だ
そ
う
だ
。

そ
の
ほ
か
に
も
、
彫
刻
、

日
本
画
、
編
物
な
ど
幅
広

い
趣
味
の
持
ち
主
。
池
坊

生
花
教
授
の
肩
書
も
あ
る
。

い
つ
ま
で
も
人
形
作
り
を

生
き
が
い
に
と
い
う
西
岡

さ
ん
は
、
お
年
に
似
ず
若

々
し
い
。



※
大
村
線

ロ
ー
カ
ル
線
か
匂
幹
線
ヘ
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青空の下もいいもんだグー 一一 ー

5月19日、中央商庖会ガ第 1回大運動会を開催。日頃、

室内の仕事ガ多い皆さんは¥青空の下で董l山に帰り、 楽し!

い一日を週ごしましだo

v 

4‘ 乾馬場ゲートボール場がオープンゲ

乾馬場福寿会(福井満雄会長〉のゲ ト

ボール場ガ5月27日オーブン。さっそく¥

親善ゲートボール大会を行い、親睦の輔を

広げていましだ。

市政だよりおおむら (8)

「百企
ζ百1 あなたは「ユニセフ」をご存知ですか?勺一v71'i :::;~1J5R21 日
/1ω ; 大小を訪問。映画などでユニセフの理

' ‘'Li :. 解を深めてもらいました。

(ユニセフとは 「国際連合児童基金」

巳孟孟 ;の略省て¥開発途上国の子供の保健・CZl¥栄養教育問での問動を行
iなっています。〉

--会L

第 1固から連続優勝です11---------;-

5月26日、諌阜市で開かれだ

「第5回長崎県ゲートボール大

会」で大村Bチームガ優勝し¥，

市長に報告に訪れましだ。

v 

語りつごう

原爆被災写真展

37年前に起った悲劇 を

市民の皆さんの目でたしかめても らう ために

写真展を開催.グ

多数のご来場をお待ちいたします

6 月 26 日(土)~30 日(水)、コミュニティセンター



海
や
川
を
守
る
た
め
粉
石
け
ん
を
使
い
ま
し
ょ
う

一
'
'
二
百
五
十
円
、
小
・
中
学
生
日

却す三

v
k昏
百

五

十

円

朝刊
J
L「
{
h揖

-4

※
中
小
企
業
に
勤
め
て
い
る
人
で

雇
用
保
険
の
被
保
険
者
は
料
金

に
格
差
が
あ
り
ま
す
。
事
業
所

に
勤
め
て
い
る
こ
と
を
証
明
す

る
も
の
(
雇
用
保
険
被
保
険
証
、

健
康
保
険
被
保
険
者
証
な
ど
)
ー

を
提
示
し
て
下
さ
い
。(

体
育
課
)

※ 

昭和57年 6月15日
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ス
ポ
'
V
コ'ナ
E

り

三台湾与フ。需 7
楽 こ 、 l

夏注フ。はがか

すしルざ i市
にけプ民

ifiii JLワ月1日からオープン

お待たせしました

市民プール・屋内プール

Fおおむ市政だより

〔
注
意
事
項
〕

⑨
必
要
以
外
の
現
金
や
時
計
な
ど

貴
重
品
は
持
っ
て
行
か
な
い
。

@
自
転
車
は
な
る
べ
く
乗
っ
て
行

か
な
い
。
も
し
乗

っ
て
行
く
と

(9) 

き
は
、
カ
ギ
が
か
か
る
よ
う
に

す
る
。

⑥
水
着
な
ど
所
持
品
に
は
、
必
ず

住
所
、
氏
名
を
書
く
。

⑨
プ
ー
ル
サ
イ
ド
は
焼
け
て
熱
い

の
で
、
付
添
い
の
人
は
上
履
が

必
要
で
す
。

つ
市
民
プ
ー
ル
J

f
i
l
-
-
森
園
町
レ

期
間

7
月
1
日
附
1
9月
刊
日

樹
、
午
前
山
時

i
午
後
6
時

休
み
毎
月
第
一
・
第
三
月
曜
日

※
休
み
な
ど
を
変
更
す
る
場
合
は

あ
ら
か
じ
め

0

ア
ー
ル
管
理
棟
の

前
に
掲
示
し
ま
す
。

使
用
料
大
人
・
高
校
生
H
二
百

円
、
小
・
中
学
生
日
百
円

つ
屋
内
プ
ー
ル

J

f
i
l
l
-
-
玖
島
郷
レ

期
間

7
月
1
日
同
1
9月
初
日

岡
、
午
前
山
時

i
午
後
9
時

休
み
毎
週
月
曜
日

※
休
み
な
ど
を
変
更
す
る
場
合
は

あ
ら
か
じ
め
プ

l
ル
管
理
棟
の

前
に
掲
示
し
ま
す
。

使
用
料
大
人
・
高
校
生
日
三
百

円
、
雇
用
保
険
の
被
保
険
者
日

弓

道

場

f

l
児
童
体
育
館
ヵ

i

一
開
館
し
ま
す

⑨
弓
道
場

(
大
村
公
圏
内
、
県
教
育
セ
ン

タ
ー
横
)

市
制
羽
周
年
を
記
念
し
て
、
大

村
市
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
争
事
業

の
収
益
金
に
よ
り
建
設
い
た
し
ま

し
た
。

使
用
申
込
み
市
弓
道
協
会
(
宮

@
T
4
5
3
9
)

へ

⑨
児
童
体
育
館

(
富
ノ
原
一
丁
目
)

防
衛
施
設
周
辺
民
生
安
定
施
設

整
備
補
助
事
業
に
よ
り
、
児
童
の

体
位
向
上
、
心
身
の
健
全
育
成
、

非
行
防
止
に
努
め
る
こ
と
を
目
的

に
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

利
用
で
き
る
運
動
剣
道
、
パ
レ

ー
ボ
l
ル
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、

卓
球
等
。
但
し
、
大
き
い
大
会

等
は
不
適
。

使
用
申
込
み
宮
⑤
|
4
0
1
7

又
は
体
育
課
へ

夏
季
卓
球
大
会

7
月
4
日
間
、
日
時
試
合

日
時開

始

場
所
市
民
体
育
館

種
目

O
シ
ン
グ

ル
ス
中
学
男

子
・
中
学
女
子
・
一
般
男
子
A

(
高
校
を
含
む
)
・
一
般
女
子

(
高
校
・
婦
人
を
含
む
)
・

一

般
男
子
B

O
ダ
ブ
ル
ス
一

般
男
子
(
中
学
・
高
校
を
含
む
)

一
般
女
子
(
中
学
・
高
校
を
含

む
)

参
加
資
格
市
内
在
住
・
在
勤
・

在
μ
主
台
に
限
る

会費

O
シ
ン
グ
ル
ス
中
学
日

二
百
円
、
高
校
・
一
般
U
三
百

円

O
ダ
ブ
ル
ス

一
組
川
四

百
円

申
込
先
市
内
各
ス
ポ
ー
ツ
居

申
込
締
切

6
月
却
日
出(

体
育
課
)

税務のひるぽ
固定資産の

評価替を実施

昭
和
町
年
度
は
固
定
資
産
評
価

の
基
準
年
度
に
当
り
評
価
替
を
行

い
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
税
負
担

が
増
加
し
ま
す
。

最
近
他
都
市
で
税
負
担
の
増
加

を
理
由
に
地
代
、
家
賃
の
便
乗
値

上
げ
の
動
き
が
あ
り
ま
す
。

本
市
の
税
負
担
の
増
加
は
次
の

事
例
の
よ
う
な
状
況
で
す
。

〔
税
負
担
増
加
の
状
況
〕

量
七
地
な
ど
(
農
地
以
外
)
日

年
度
よ
り
凶
1
日
%
程
度
増
加

蜜
摩
地
図
杢
度
よ
り
5
%
程
度

増
加

⑥
家
屋
肘
在
来
家
屋
(
同
年
度

以
前
建
築
の
も
の
)
同
年
度

の
税
額
を
措
置

刷
新
墾
家
屋
(
同
年
度
以
降
の

税負担の具体例

住宅の
土地に係る固定

土地の
資産税などの月額

所在地
昭和 昭和

個数
56年度 57年度

増加額 敷地面積

久原郷 2 I 187円 206円 19円 201.65m' 

西大村本町 21 305 350 45 307.l3 

宮小路3丁目 11 340 391 51 189.34 

建
築
の
も
の
)
在
来
家
屋
の

評
価
基
準
に
比
べ
木
造
、
非
木

造
と
も
お
%
程
度
増
加

※
宅
地
な
ど
に
対
す
る
固
定
資
産

税
は
、
昭
和
回
年
度
ま
で
に
負

担
調
整
措
置
を
行
い
、
段
階
的

に
引
上
げ
ら
れ
ま
す
。(

税
務
課
)

ハ今月の納税

6月30日(水)まで、で、す



)
 

n
H
U
 

/
 唱

目
『
ムりむおお市政だより

益

ご
協
力
下
さ
い

E
E

一洗
剤
戸
ン
ケ
|
ト
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洗
た
く
用
、
台
所
用
等
洗
剤
は

す
べ
て
の
家
庭
、
事
務
所
、
工
場

等
毎
日
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

い
ま
、
洗
剤
は
、

川
や
海
、
湖

の
水
質
汚
染
の
一
つ
と
し
て
、
全

国
各
地
で
と
リ
あ
げ
ら
れ
て

い
ま

す
c大

村
市
に
お
い
て
も
水
質
汚
染

に
関
す
る
公
害
行
政
の
資
料
の一

環
と
す
る
た
め
、

7
月
初
旬
に
洗

剤
ア
ン
ケ
ー
ト
を
全
世
帯

(準
世

帯
を
除
く
)
を
対
象
に
実
施
い
た

し
ま
す
。

各
町
内
会
を
通
じ
、
ア
ン
ケ
ー

ト
用
紙
を
配
布
し
ま
す
の
で
、
御

協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

(
生
活
環
境
課
)

保
田
資
格
試
験

期
日

7
月
初
日
開
j
初
日
幽

場
所

長
崎
県
立
女
子
短
期
大
学

受
験
申
込
締
切

6
月
初
日
附

※
受
験
申
込
書
の
請
求
及
び
詳
し

い
事
は
、
県
児
童
保
育
課
(
宮

長
崎
⑫
1
1
1
1
1
)
又
は
、

福
祉
課
へ
お
問
合
せ
下
さ
い
。

4B保
母
試
験

E
E量

二
予
備
講
習
会

日
時

7
月
刊
日
間
i
泊
目
的

場
所

長
崎
県
総
合
福
祉
セ
ン
タ

ー

(長
崎
市
茂
里
町
3
1
但
)

資
格

O
保
母
試
験
の
受
験
資
格

を
有
す
る
者

O
特
に
児
童
の

保
護
等
の
た
め
受
講
を
希
望
す

る
者

願
書
受
付

7
月
9
日
幽
ま
で

申
込
先

長
崎
県
総
合
福
祉
セ
ン

タ
l
内
長
崎
県
杜
会
福
柾
協
議

‘

親
善
友
好
醤
量

E
E

二
訪
中
団
員
を

一

募
集
グ

日
中
国
交
回
復
十
周
年
、
日
中

定
期
航
杢
路
開
設
三
周
年
、
長
崎

杢
港
国
際
線
タ
ー
ミ
ナ
ル
落
成
を

記
念
し
て
第
二
次
訪
中
団
を
計
画

し
ま
し
た
。

中
国
の
土
を
踏
み
中
国
の
人
々

と
交
流
す
る
す
ば
ら
し
い
機
会
で

す
。
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
願
い

し
ま
す
。

日
程附

9
月
初
日
附
j

日
月
7
日

訪
問
地

北
京
、
大
連
、
渚
陽

(

旧
奉
天
)
、
抗
州
、
上
海

費
用

二
十
九
万
八
千
円

(ト
ラ

ベ
ル
ロ

l
ン
も
あ
り
ま
す
)

申
込
・
問
合
せ
先

大
村
商
工
会

議
所
内
大
村
市
日
中
親
善
協
会

(宮
③
l
4
2
2
2
)

〈商
工
観
光
課
)

l話
加
入
権
を

S

公

~ 

7n 

※
印
鑑
を
こ
持
参
下
さ
い
。
公
社

の
譲
渡
承
認
が
得
ら
れ
な
い
場

合
は
、
売
却
決
定
を
取
消
し
ま

す
。
詳
し
い
事
は
税
務
課
へ
お

問
合
せ
下
さ
い
。

面
白
年
度
重
重
量
重
量

一一
教
科
書
展
示
会

期
間日

曜
を
除
く

展
示
教
科
書

小

・
中

・
高
校
用

教
科
書

場

所

大

村
市
教
科
書
セ
ン
タ
ー

(
市
民
体
育
館
横
、

旧
中
央
公

民
館
三
階
)

日
仙
川
也

敬
称
略

社
会
福
祉
協
議
会
ヘ

マ
久
野
森

(池
田
新
町

・
亡
妻

キ
ヌ
)
二
万
円

マ
松
平
勝
郎

(寿
古
郷

・
亡
姉
ヨ
シ
)
五
万

円
マ
西
野
敏
勝

(平
小
川
郷

・
亡
父
勝
己
)
十
万
円

社
会
福
祉
協
議
会
へ
預
託

マ
塚
崎
ト
ミ

(片
町

・
亡
夫
義

雄
)
大
村
子
供
の
家
へ
五
万
円

日
時

6
月
初
日
附
午
後
1
時
却
分

場

所

市

役
所
第
2
会
議
室

公
売
方
法
一

般
競
争
入
札

代
金
納
入

即
納

体
育
振
興
事
業
へ

マ
中
村
南
都
子
(
松
山
町
・
亡

夫
勝
)
五
万
円

般 E

e 寄 i

i守、

敬
称
略

社
会
福
祉
協
議
会
ヘ

マ
富
永
嘉
月

(
坂
口
町
)
金
一

封
マ
横
田
肇
(
池
田
一
丁
目
)

金
一
封

社
会
福
祉
協
議
会
へ
預
託

マ
大
村
ス
ポ
ー
ツ
杜

1
大
村
子

供
の
家
へ
学
生
服
五
着

・
学
生

カ
バ
ン
五
個

清
和
国
ヘ

マ
本
経
寺

l
か
し
わ
餅
百
個

マ
三
期
会

(長
崎
市
西
坂
町、

悌
栄
子
ほ
か
二
十
四
名
)
舞
踊

マ
千
川
し
げ
る

(ホ
メ
ロ
ス
レ

コ
ー
ド
)
歌
謡
シ
ョ

ー

マ
大

村
カ
ラ
オ
ケ
会
(
水
谷
正
之
ほ

か
十
七
名
)
カ
ラ
オ
ケ

・
イ
ン

ト
ロ
ゲ
ー
ム

V
岩
永
建
設
(

代
表
岩
永
光
生
)
カ
ー
ネ
ー
シ

ョ
ン
三
十
本

・
菓
子
九
十
三
袋

B
&
G大
村
海
洋

ク
ラ
ブ
員
募
集

目
的

海
事
思
想
の
普
及
、
海
洋

ス
ポ
ー
ツ

・
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ

ン
の
振
興
、
体
力
の
向
上

資
格

O
小
学
五
年
以
上
高
校
生

ま
で

O
各
種
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
、
子
ど
も
会
単
位

申
込
締
切

7
月
刊
日
出

申
込
・
問
合
せ
先

B
&
G
大
村

海
洋
ク
ラ
ブ

(宮
②
1
6
1
9

4

)

(

競
艇
事
業
部
)

マ
高
原
生
花
庖

(本
町
二
丁
目
)

カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
七
十
五
本

マ
出
口
定
(
小
路
口
町
)
キ
ュ

ウ
リ
八
キ
ロ

・
ナ
ス
苗
十
本

マ
日
本
専
売
公
社
大
村
出
張
所

1
マ
イ
ル
ド
セ
ブ
ン
千
五
百
本

障
害
者
の
た
め
の
住
み
よ
い
町

づ
く
り
推
進
事
業
費
へ

マ
日
吉
昭
博

(諏
訪
三
丁
目
・

大
村
競
艇
開
設
却
周
年
記
念

「

海
の
王
者
L

決
定
戦
優
勝
賞
金

の
一
部
)
十
万
円
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